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１
９
９
０
年
代
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
目
覚
ま
し
く
普
及
し

て
か
ら
20
年
余
り
経
ち
ま
し

た
。
21
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
も

そ
れ
は
急
速
に
発
展
し
続
け
て

い
ま
す
。
以
前
、
私
た
ち
は
主

に
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
書

籍
等
を
情
報
源
と
し
て
新
し
い

情
報
を
得
て
お
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
対
し
て
今
は
、
S
N
S
の

普
及
に
よ
り
個
人
が
手
軽
に
パ

ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
等
か
ら
多
く
の
情
報

を
求
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
１
９
６
０

年
代
後
半
に
学
生
時
代
を
過
ご

し
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
本
当

に
驚
き
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
多
く
の
情
報
を
簡

単
に
得
る
こ
と
が
出
来
る
一
方

で
、
新
た
な
難
し
い
問
題
に
も

直
面
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
膨
大
な
情
報
か
ら

有
用
な
情
報
を
選
択
す
る
力
を

以
前
に
も
増
し
て
養
う
必
要
が

あ
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

一
人
一
人
が
知
識
と
教
養
の
質

を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
大
切
な
学
び

の
場
が
大
学
だ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
人
類
が
直
面
し
て
い

る
問
題
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
地

球
環
境
、
食
糧
、
医
療
、
宗
教

等
山
積
み
で
す
。
一
方
国
内
に

目
を
向
け
て
見
る
と
少
子
高
齢

化
に
伴
う
医
療
、
福
祉
、
労
働

人
口
の
減
少
や
社
会
保
障
等
の

問
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
、
ま
さ
に
皆
さ
ん
は
「
社

会
」
と
い
う
大
海
原
に「
大
学
」

と
い
う
港
か
ら
人
生
の
航
海
に

旅
立
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
こ
こ
ろ
は
、「
ど
ん
な
試

練
が
私
を
待
ち
受
け
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。」
と
、
期
待
と
不

安
に
満
ち
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
「
私
」
と
い
う
船
を
操
る
力
は

目
的
地
へ
向
う
た
め
の
情
報
収

集
力
・
分
析
力
等
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
大
切
に

な
っ
て
く
る
の
は
困
難
に
立
ち

向
う
「
勇
気
」
を
伴
っ
た
判
断

力
、
決
断
力
で
す
。

　

社
会
は
理
屈
だ
け
で
は
通
ら

な
い
不
条
理
な
こ
と
が
多
々
あ

る
こ
と
を
こ
れ
か
ら
思
い
知
ら

さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
と
き
に
は

そ
の
力
に
打
ち
の
め
さ
れ
、
吹

き
飛
ば
さ
れ
そ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
時
に
は
、
自
分

の
無
力
さ
を
実
感
す
る
で
し
ょ

う
。
そ
れ
で
も
、
決
し
て
く
じ

け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
ら
の
体
験
は
必

ず
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
成

長
の
糧
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
「
悩
む
こ
と
」
は
決
し
て
悪
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悩
み

な
が
ら
立
ち
向
っ
て
い
こ
う
と

す
る
「
勇
気
」
こ
そ
が
、
成
長
さ

せ
る
大
き
な
力
と
な
る
の
で

す
。
そ
れ
と
共
に
人
へ
の「
愛
」

を
育
み
続
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
ら
は
皆
さ
ん
に
大
き

な
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
が
、
私
た
ち
は
多
く
の
人
た

ち
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
気

づ
く
と
、
人
に
対
す
る
「
感
謝
」

の
気
持
が
自
然
に
生
ま
れ
て
き

ま
す
。
大
学
時
代
の
仲
間
た
ち
、

教
え
を
受
け
た
先
生
た
ち
も
大

切
な
仲
間
で
す
。
そ
し
て
同
窓

生
も
卒
業
す
る
皆
さ
ん
を
こ
れ

か
ら
も
応
援
し
続
け
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
社
会
で
成
長
す
る

こ
と
は
北
星
学
園
大
学
、
短
期

大
学
部
が
こ
れ
か
ら
も
母
校
と

し
て
輝
い
て
い
く
た
め
の
大
き

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
の
で

す
。

　

同
窓
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
卒

業
生
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た

め
に
様
々
な
取
り
組
み
を
大
学

と
協
力
し
て
行
い
ま
す
。
是
非

皆
さ
ん
も
積
極
的
に
同
窓
会

（
各
支
部
会
）
に
参
加
し
て
、
共

に
未
来
に
向
っ
て
歩
ん
で
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

去
る
10
月
17
日（
土
）、２
０
１
４

年
度
の
北
星
学
園
大
学
同
窓
会
総

会
・
懇
親
会
が
札
幌
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
国
際
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
午
後
４
時
半

か
ら
３
階
屈
斜
路
に
お
い
て
、
定

期
総
会
が
行
わ
れ
、
松
倉
会
長
に

よ
る
開
会
の
挨
拶
の
後
、
議
長
に

駒
ヶ
嶺
剛
史
さ
ん
（
２
０
０
５
年

経
済
学
科
卒
）、書
記
に
大
野
秋
奈

さ
ん
（
２
０
０
９
年
生
活
創
造
学

科
卒
）
を
選
出
し
、
次
の
３
議
案

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
１
『
２
０
１
４
年
度
活
動

卒
業
お
め
で
と
う

│
「
勇
気
」「
悩
む
こ
と
」「
愛
」
そ
し
て
「
感
謝
」
を
持
っ
て
歩
も
う
！
│ 

         

同
窓
会 

会
長　

松
倉　

千
春

報
告
・
会
計
決
算
報
告
及
び
会
計

監
査
報
告
に
つ
い
て
』
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
担
当
者
か
ら
説
明
・
報
告

が
な
さ
れ
、
提
案
ど
お
り
了
承

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
案
２

『
２
０
１
５
年
度
活
動
計
画
・
会
計

予
算
に
つ
い
て
』
も
、
提
案
ど
お

り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。議
案
３『
役

員
の
改
選
に
つ
い
て
』
は
、
提
案

ど
お
り
了
承
さ
れ
、
副
会
長
に
は

佐
藤
桂
子
さ
ん
（
１
９
５
７
年
家

政
科
卒
）
が
新
た
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
終
了
後
、
３
階
大
沼
に
会

場
を
移
し
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
日
髙
嘉
彦
チ
ャ
プ
レ
ン

に
よ
り
、
讃
美
歌
斉
唱
と
聖
書
拝

読
が
な
さ
れ
、
最
後
に
祈
祷
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
に
、
松
倉

千
春
同
窓
会
会
長
、
大
山
綱
夫
理

事
長
の
挨
拶
、
田
村
信
一
学
長
の

乾
杯
で
宴
を
開
始
し
ま
し
た
。
大

学
と
短
大
の
各
学
科
の
同
窓
会
会

員
を
は
じ
め
、
退
職
さ
れ
た
教
員

の
石
川
恒
夫
先
生
、
三
宅
章
介
先

生
、
米
本
秀
仁
先
生
、
森
永
正
治

先
生
が
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
現
職
の
教
職
員
の
方
に
も
ご

出
席
い
た
だ
き
、
旭
川
、
帯
広
、

北
見
、
釧
路
、
東
京
、
千
歳
、
函

館
の
各
支
部
か
ら
も
支
部
長
、
副

支
部
長
、
支
部
幹
事
の
方
々
に
ご

出
席
い
た
だ
き
、
全
体
で
１
４
０

名
を
超
え
る
出
席
者
数
と
な
り
ま

し
た
。

懇
親
会
の
中
で
は
、
招
待
教
員

と
し
て
お
招
き
し
た
原
勲
先
生
、

ト
ー
キ
ル
・
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
先

生
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
以
前
好
評
を
い
た

だ
い
た
在
学
生
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
今
回
は
ア
カ
ペ

ラ
サ
ー
ク
ル
ぽ
ら
り
す
．
に
歌
声

を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
今
年
度
奨
励
生
４
名
の

紹
介
が
な
さ
れ
ま
し
た
。続
い
て
、

今
年
度
の
同
窓
会
表
彰
授
与
が
行

わ
れ
、
同
窓
会
活
動
に
長
く
寄
与

さ
れ
た
東
京
支
部
の
遠
田
嘉
憲
支

部
長
、
小
原
深
幸
さ
ん
、
篠
原
徳

雄
さ
ん
、
千
歳
支
部
の
岩
村
武
寛

さ
ん
、
本
部
幹
事
の
有
澤
睦
子
さ

ん
が
表
彰
さ
れ
、
松
倉
会
長
か
ら

大山綱夫 理事長

トーキル・クリステンセン 先生

田村信一 学長

表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
今
回
は
北
星
学

園
大
学
社
会
福
祉
学
会
（
現
在
は

解
散
）
か
ら
活
動
当
時
に
同
窓
会

が
援
助
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
対
し
て
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

続
い
て
、
各
支
部
長
・
支
部
長

代
理
に
よ
る
支
部
活
動
報
告
が
行

わ
れ
た
後
、
経
済
学
部
の
西
脇
隆

二
先
生
の
ゼ
ミ
生
か
ら
ゼ
ミ
で
製

作
し
た
ワ
イ
ン
の
Ｐ
Ｒ
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

終
始
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
な
か
で
、
二
ツ
川
憲
昭
千

歳
支
部
長
に
よ
る
乾
杯
が
行

わ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
今
年

度
の
懇
親
会
を
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
同
窓
生
の
皆
様

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の

方
々
の
温
か
い
ご
支
援
の
も

と
、
無
事
に
総
会
・
懇
親
会

を
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
を

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
次
回
の
総
会
・
懇
親
会

は
、
10
月
15
日
（
土
）
に
開

催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加

を
心
よ
り
お
待
ち
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

アカペラサークル ぽらりす .

原　勲 先生

表彰状授与

経済学部 西脇ゼミによる製作したワインの紹介

感謝状拝受

同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
報
告
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同窓会ＨＰがリニューアル！

北星学園大学　　　　http://www.hokusei.ac.jp/
北星学園大学同窓会　http://www.hokusei.ac.jp/alumni_association/

ホームページ

　このたび、北星学園大学のホームペー

ジがリニューアルされたことに伴い、同

窓会のページも拡充することになりまし

た。これまで通り過去の大谷地だよりが

見られるほかに、住所変更や札幌で開催

される総会・懇親会の申し込みもホーム

ページで行うことができるようになりま

した。ぜひ一度ご覧ください。

北星学園大学で検索するか、http://www.
hokusei.ac.jp/ から北星学園大学トップ
ページを開きます。
北星学園大学ホームページのナビゲーショ
ンメニューバーから、一般・卒業生の方（各
リンク項目の中から）　   北星学園大学同窓
会をクリックし、リンク先の　 北星学園大
学同窓会のトップページに行きます。なお、
住所変更フォーム（卒業生向け）をクリッ
クすると直接、　  住所変更フォームページ
に行きます。
※北星学園大学同窓会で検索。または、
http://www.hokusei.ac.jp/alumni_asso
ciation/ から直接、北星学園大学同窓会の
ホームページに行くこともできます。

北星学園大学同窓会ホームページのトップ
ページ、下段のメニューバーから住所変更
フォームをクリックし　  住所変更フォーム
（卒業生向け）ページを開きます。

画面を下へスクロールし、住所変更フォーム
に必要事項をご入力し、登録してください。

同窓会のページへの行き方

住所変更が行なうことが
できるページ

リニュアールされた同窓会の
ホームページと卒業生の住所
変更ページへの行き方

北
星
学
園
女
子
短
期
大
学
を
卒

業
し
て
早
い
も
の
で
、
半
世
紀
以

上
が
経
ち
ま
し
た
。
南
４
条
校
舎

で
、
中
学
高
校
と
隣
り
合
わ
せ
で

建
っ
て
い
た
頃
で
す
。
当
時
が
懐

か
し
く
想
い
出
さ
れ
ま
す
。

こ
の
度
、
髙
谷
副
会
長
の
後
任

と
し
て
、
副
会
長
の
重
責
を
受
け

賜
り
ま
し
た
。
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

大
谷
地
の
大
学
は
、
短
大
校
舎

と
違
い
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
学
生
第
一
と
の
考
え
の

2014年度 収支決算書
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（単位：円）２０１５.１０.  ８　幹事会

　　　　　２０１５.１０.１７　総   会
（単位：円）２０１５.１０.  ８　幹事会
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２００,０００

５,３５０,０００

７００,０００

１,０００,０００

１０,５００,０００

２,３５５,８０１

３,０００,０００

０

３８,４２２,８０１

備　　考

預金（４,５５８,０９３）、現金（２９,７０８）

@２０,０００＊１,１６９

@３,０００＊１３０名

コンサート・講演会等募金

支部長会議（６０,０００）、幹事会（９０,０００）、役員打ち合わせ（２３０,０００）、
慶弔（５０,０００） 他

幹事会等（２１０,０００）、総会等派遣 : 本部（１,４００,０００）
支部（６００,０００）、支部長会議（３００,０００）、会長交通費（６００,０００） 他

振込料 (３０,０００)、ハガキ･切手 (６０,０００)、慶弔電報 (３０,０００) 他

事務消耗品 他

同窓会案内作成 他

２００４年度以降当面凍結（同窓会年度）

卒業生記念品（１,０００,０００）、懇親会（３,３００,０００）、退職者記念品（１５０,０００）、
永年表彰金品（１００,０００）、奨励生の集い（１００,０００） 他

寄贈文庫

各支部補助等（４,３３７,０００）、 英研･学祭・体育祭（４００,０００） 他

@５０,０００＊４名

印刷代（１,１００,０００）、郵送料(３,１５０,０００)、封入作業・封筒作成（１,１００,０００）

名簿整備、懇親会司会者謝礼 他

講師謝礼、交通費、消耗品、例会交通費、印刷費、会議費、通信費 他

北星学園創立１００周年記念館運営（維持・保存）、北星学園大学施設設備 他

今年度積立分（３,０００,０００）

2015年度 会計予算

収支決算・次年度予算報告

＜収入の部＞

【通常会計】

＜支出の部＞

 予　　算

５,０５０,０００

５５０,０００

４,０００,０００

２００,０００

２００,０００

１００,０００

０

１７,９８７,０００

０

５,０００,０００

４００,０００

４,７３７,０００

２００,０００

６,０００,０００

５０,０００

１,０００,０００

６００,０００

１,２５４,８２４

８,０００,０００

０

３２,２９１,８２４

備　　考

預金（８,７１４,９００）、現金（４６,９２４）

@２０,０００×１,１５５

@３,０００×７６、@１,０００×６６

コンサート・講演会等募金

定期預金利息

ご祝儀、幹事懇親会費

 当期積立額

８,０００,０００

 ２０１４年度

７２,７０５,３７５

備　　考

（単位：円）

備　　考

支部長会議、幹事会 他

幹事会、総会支部招待・支部派遣 他

振込料、ハガキ・切手、慶弔電報

事務消耗品

リソグラフ、コピー機使用代

同窓会会費返還 なし

卒業生住所録 

卒業生記念品（９７８,４３２）、懇親会（２,２２２,８６０） 他

寄贈図書

各支部補助（４,２３７,０００）、英研・大学祭・体育祭補助 他

@５０,０００円×４名

大谷地だより７１号、７２号印刷代・郵送料 他

懇親会司会者謝礼

講師交通費、消耗品、例会交通費、印刷費、会議費、通信費 他

北星学園創立１００周年記念館運営、北星余市高

預金（４,５５８,０９３）、現金（２９,７０８）

          費　　目

前 年 度 繰 越 金

同 　 窓 　 会 　 費

総 会 懇 親 会 費 収 入

プ ロ ジ ェ ク ト

利 　 　 息 　 　 等

雑 　 　 収 　 　 入

      合　　　　　計

活動資金積立

合　　　　　計

          費　　目 

       【収入の部】

前 年 度 繰 越 金

同 　 窓 　 会 　 費

総 会 懇 親 会 費 収 入

プ ロ ジ ェ ク ト

利 　 　 息 　 　 等

雑 　 　 収 　 　 入

活 動 資 金 積 立 会 計
か ら の 繰 入 収 入

      ＜収　入　計＞

【支出の部】

Ⅰ．事 　 務 　 費

　
１．会 　 議 　 費

　
２．交 　 通 　 費

　３．通 　 信 　 費

　４．物 　 品 　 費

　５．印 　 刷 　 費

Ⅱ．事 　 業 　 費

　１．名 簿 作 成 費

　
２．行 　 事 　 費

　３．同窓会文庫費

　４．補 　 助 　 費

　５．奨 　 励 　 費

　６．会 報 発 行 費

　７．業 務 委 託 費

　８．プロジェクト活動費

　９．寄　　　　　附

Ⅲ．予 　 備 　 費

Ⅳ．資 金 積 立 金

Ⅴ．次 年 度 繰 越 金

      ＜支　出　計＞

          費　　目

Ⅰ．事 　 務 　 費

　１．会 　 議 　 費

　２．交 　 通 　 費

　３．通 　 信 　 費

　４．物 　 品 　 費

　５．印 　 刷 　 費

　６．雑　　　　　費

Ⅱ．事 　 業 　 費

　１．名 簿 作 成 費

　２．行 　 事 　 費

　３．同窓会文庫費

　４．補 　 助 　 費

　５．奨 　 励 　 費

　６．会 報 発 行 費

　７．業 務 委 託 費

　８．プロジェクト活動費

　９．寄　　　　　附

Ⅲ．予 　 備 　 費

Ⅳ．資 金 積 立 金

Ⅴ．次 年 度 繰 越 金

      合　　　　　計

 決　　算

８,７６１,８２４

２３,１００,０００

２９４,０００

１１０,８２６

１３,３９２

９０,３７０

３２,３７０,４１２

 決　　算

４,２７６,５５３

３７２,９６５

３,６８７,５１６

１３１,４３９

３５,４５９

４９,１７４

０

１５,５０６,０５８

０

３,５４４,２３２

４００,０００

４,５９３,３０６

２００,０００

５,５２０,８１２

１０,０００

６３７,７０８

６００,０００

０

８,０００,０００

４,５８７,８０１

３２,３７０,４１２

【活動資金積立会計】

も
と
、
建
築
さ
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス

内
は
、
素
晴
ら
し
い
環
境
に
ど
ん

ど
ん
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学

で
は
、
公
開
講
座
・
大
学
祭
・
演

奏
会
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
何

か
の
機
会
に
是
非
新
し
く
な
っ
た

大
谷
地
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
越
し
く

だ
さ
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

母
校
が
社
会
に
必
要
と
さ
れ
、

光
り
輝
い
て
い
る
事
は
、
私
達
に

と
っ
て
喜
び
で
あ
り
、
誇
り
で
も

あ
り
ま
す
。

同
窓
会
で
は
、
卒
業
生
、
在
学

北
星
学
園
大
学
同
窓
会

副
会
長 

就
任
の
ご
挨
拶　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
窓
会
副
会
長　

佐
藤　

桂
子

お知らせ

２
０
１
４
年
度
総
会
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
本
会
副
会
長
に
就
か
れ

て
い
た
髙
谷
尚
子
さ
ん
が
役
員
改

選
に
伴
っ
て
退
任
さ
れ
る
こ
と
が

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
退
任
さ
れ
た
髙
谷
さ
ん

は
本
会
と
統
合
前
の
北
星
学
園

女
子
短
期
大
学
同
窓
会
時
代
か

ら
会
長
と
し
て
同
窓
会
に
携

わ
っ
て
お
り
、
統
合
後
も
副
会

長
と
し
て
同
窓
会
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
感
謝
状
と
し
て

楯
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
写
真
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

昨
年
末
に
松
倉
会
長
か
ら
髙
谷

さ
ん
へ
楯
が
無
事
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

元
北
星
学
園
大
学
同
窓
会
副
会
長

髙
谷
尚
子
さ
ん
へ
感
謝
状
を
贈
呈

生
の
為
に
、
地
域
社
会
に
貢
献
出

来
る
様
、
そ
の
架
け
橋
と
な
り
、

お
役
に
立
っ
て
い
け
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

顔
の
見
え
る
ガ
ラ
ス
張
り
の
、

実
り
あ
る
組
織
と
し
て
、
皆
様
の

要
望
に
お
応
え
し
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

副
会
長
と
し
て
、
少
し
で
も
お

役
に
立
て
る
よ
う
、
互
い
に
尊
敬

し
、
信
頼
し
合
い
、
松
倉
会
長
を

中
心
に
励
み
、
努
力
し
て
参
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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よ
り
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
母
校
同
窓
会
が
設
立
し
50
年
以
上
の

歴
史
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
時
、
誠
に
感

慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
し
、
こ
の
活
動

を
支
え
る
支
部
と
し
て
責
任
の
重
さ
を
感

じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
例
年
旭
川
支
部
に
お
き
ま
し
て

は
、
講
演
会
を
行
な
い
、
本
年
度
は
、
旭

川
支
部
会
誌
サ
マ
リ
タ
ン
で
も
紹
介
し
ま

し
た
が
、
米
本
秀
仁
名
誉
教
授
に
講
演
を

頂
き
、
有
意
義
な
時
間
を
支
部
会
員
一
同

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
懇

親
会
で
は
一
年
ぶ
り
に
会
う
顔
、
新
し
い

顔
な
ど
、
あ
っ
と
い
う
間
の
楽
し
い
ひ
と

時
に
時
間
を
忘
れ
、
学
生
時
代
の
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
旭
川
支
部
の
活
動
が
大
学
と

の
架
け
橋
と
な
り
、
母
校
Ｐ
Ｒ
の
一
助
に

な
る
よ
う
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
支
部

会
員
一
同
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

 

帯
広
支
部
近
況
報
告

   

帯
広
副
支
部
長   

成
田　

啓
介

旭
川
支
部
の
総
会
・
懇
親
会
を
平
成
27

年
８
月
29
日
、
関
係
の
皆
様
の
ご
協
力
に

２
０
１
５
年
９
月
５
日
（
土
）
帯
広
支

部
定
期
総
会
・
懇
親
会
を
帯
広
市
内
「
焼

き
肉
平
和
園
本
店
」
で
行
い
ま
し
た
。

同
窓
会
本
部
よ
り
松
倉
千
春
会
長
他
２

名
、
大
学
か
ら
は
田
村
信
一
学
長
を
は
じ

め
16
名
、
支
部
会
員
24
名
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
。

最
初
に
讃
美
歌
３
１
２
番
を
皆
様
で
歌

い
、
続
い
て
、
斎
藤
彰
彦
会
員
よ
り
、
詩

編
23
編
の
朗
読
を
行
い
、
懇
親
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。
樋
渡
喜
久
雄
帯
広
支
部
長

の
挨
拶
、
松
倉
千
春
会
長
、
田
村
信
一
学

長
よ
り
、
お
祝
い
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、

江
口
隆
男
同
窓
会
副
会
長
の
祝
杯
で
、
記

念
祝
賀
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

帯
広
・
十
勝
と
い
え
ば
焼
き
肉
が
有
名

で
す
が
、「
平
和
園
」
は
地
元
住
民
が
通
う

定
番
の
焼
き
肉
店
。
サ
ガ
リ
、
ロ
ー
ス
、
カ

ル
ビ
等
を
食
べ
な
が
ら
、
懐
か
し
い
思
い

出
話
や
近
況
報
告
を
し
な
が
ら
、
懇
親
会

は
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
焼
き
肉
な
の
で
、

ラ
フ
な
服
装
？
で
参
加
さ
れ
た
方
も
い
ま

し
た
。
焼
き
肉
の
に
お
い
が
服
に
つ
い
た

り
、
汚
れ
た
り
す
る
た
め
で
す
。
し
か
し
、

食
べ
始
め
た
ら
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
満

足
し
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

去
年
好
評
を
い
た
だ
い
た
お
楽
し
み
抽

選
会
も
行
い
、
豪
華
な
景
品
で
は
な
い
で

す
が
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま

す
。結

び
に
横
山
穰
社
会
福
祉
学
部
長
よ

り
、
締
め
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
閉
会
し

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
関
係
者
や
同
窓
生

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
・
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

２
０
１
５
年
函
館

 

支
部
の
活
動

  

函
館
支
部
長   

畑
中　

博
史

い
た
し
ま
す
。

尚
、
今
年
の
支
部
総
会
・
懇
親
会
は
９

月
24
日
（
土
）
に
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
ズ
旭
川

旭川支部
帯広支部
北見支部
東京支部
函館支部
釧路支部
千歳支部

2016年度
支部総会・懇親会予定

同窓会各支部連絡先

※時間・会場等は未定です。

札幌を離れる新会員の
皆様、同窓会には各地に
支部があります。ぜひ同
窓会の活動にご参加くだ
さい。各支部への連絡先
は次の通りです。

旭川支部（1983年発足）
支部長代理　西岡　将晴
（0165）34 ̶3900

帯広支部（1985年発足）
　　支部長　樋渡喜久雄
（0155）48 ̶6938

北見支部（1987年発足）
　　支部長　三浦　鶏一
　連絡先は北見支部
　　関口　篤司さんへ
（0157）33 ̶1742

東京支部（1988年発足）
　　支部長　遠田　嘉憲
（04）2949̶6726

函館支部（1988年発足）
　　支部長　畑中　博史
（0138）46 ̶2537

釧路支部（1989年発足）
　　支部長　櫛部　武俊
（0154）25 ̶0288

千歳支部（1996年発足）
　　支部長　二ツ川憲昭
（0123）24 ̶8242

24
4
27
12
10
3
3

9
9
8
11
9
9
12

月　 日（土）
月　 日（日）
月　 日（土）
月　 日（土）
月　 日（土）
月　 日（土）
月　 日（土）

２
０
１
５
年
の
函
館
支
部
の
総
会
・
懇

親
会
は
、
９
月
12
日
に
開
催
し
、
同
窓
生

20
名
、
同
窓
会
本
部
よ
り
松
倉
会
長
、
佐

藤
副
会
長
、
森
谷
副
会
長
、
中
村
幹
事
の

４
名
、
大
学
よ
り
田
村
学
長
を
は
じ
め
15

名
の
教
職
員
の
皆
さ
ん
、
今
年
は
初
め
て

後
援
会
の
深
澤
会
長
、
佐
藤
副
会
長
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

懇
親
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
定
期
総

会
で
は
、
２
０
１
７
年
の
支
部
設
立
30
周

年
行
事
の
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
30
周

年
に
は
た
く
さ
ん
の
同
窓
生
に
参
加
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん
の
知

恵
を
借
り
て
、
楽
し
い
企
画
を
作
る
こ
と

を
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

総
会
・
懇
親
会
に
は
、
今
年
も
初
め
て
参

加
し
て
く
れ
た
同
窓
生
が
３
名
い
ま

し
た
。
久
し
ぶ
り
に
参
加
し
た
同
窓
生
、

い
つ
も
の
顔
の
同
窓
生
な
ど
大
変
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
今
年
も
同
窓
生
、
教
職
員

の
方
々
か
ら
自
己
紹
介
や
近
況
を
お
話
し

し
て
い
た
だ
き
、
懐
か
し
い
話
や
最
近
の

話
な
ど
を
聞
き
、
楽
し
く
懇
談
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
、
函
館
支
部
で
も
初
め
て
参

加
す
る
と
い
う
同
窓
生
が
増
え
て
き
て
い

て
、
支
部
の
役
員
も
大
変
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

今
後
も
一
人
で
も
多
く
の
同
窓
生
に
参

加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
函
館
支
部
を
盛

り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
を
一
つ
に

し
て
終
了
し
ま
し
た
。

 

弾
け
る
釧
路
支
部
！

　

  
  

釧
路
支
部
幹
事   

宮
嶋
奈
津
子

昨
年
９
月
６
日
（
日
）
同
窓
会
釧
路
支

部
２
０
１
５
年
度
定
期
総
会
・
懇
親
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
本
部
よ
り
松
倉

会
長
他
３
名
、
会
員
15
名
、
大
学
か
ら
濱

副
学
長
を
は
じ
め
、
12
名
の
教
職
員
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
総
勢
31
名
。
釧
路
支
部

に
は
何
と
言
っ
て
も
、
フ
リ
ー
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
横
山
み
ど
り
副
支
部
長
が
お

り
ま
す
。
宴
も
た
け
な
わ
み
ど
り
ち
ゃ
ん

の
音
頭
で
…
「
み
ん
な
、
ど
こ
か
ら
来
た

の
〜
？
」「
家
〜
っ
（
い
え
〜
っ
）
！
」「
恋

す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
踊
る
よ

〜
！
」「
イ
エ
〜
ッ
…
？？
」
え
っ
？
副
支
部

長
、
ま
さ
か
！？

左
右
の
間
隔
を
広
げ
、
上
着
を
脱
ぎ
、

レ
ッ
ス
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
〜
！
さ
す
が

で
す
。
横
山
副
支
部
長
の
振
り
付
け
指
導

は
天
下
一
品
。
ハ
ー
ト
を
忘
れ
て
し
ま
っ

た
と
言
っ
た
松
倉
会
長
に
も
♡
を
思
い
出

し
て
い
た
だ
い
た
ご
様
子
。
濱
副
学
長
を

中
心
に
「
恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ

キ
ー

」
釧
路
支
部
v
e
r
．
の
ス
タ
ー

ト
で
す
♪
得
意
な
方
も
何
と
な
〜
く
な
方

も
ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
の
下
、
一
曲
丸
っ
と
踊

り
き
り
ま
し
た
〜
！

童
心
に
帰
る
釧
路
支
部
の
２
０
１
５
年

度
懇
親
会
は
無
事
に
閉
会
。

当
支
部
は
、
支
部
の
中
で
は
一
番
若
い

７
番
目
の
支
部
と
し
て
、
平
成
８
年
に
設

立
し
、
満
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

昨
年
12
月
５
日
に
は
、
記
念
祝
賀
会
と

〝
み
ん
な
で
「
夢
実
現
」
千
歳
市
の
ま
ち
づ

く
り
〞を
テ
ー
マ
に
千
歳
市
長
山
口
幸
太
郎

様
の
記
念
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
設
立
当
時
の
学
長

は
「
土
橋
信
男
先
生
」
で
、
同
窓
会
長
が

「
遠
藤
憲
一
」
様
で
し
た
。

お
二
方
と
も
今
は
お
亡
く
な
り
に
な
っ

て
お
り
、
懇
切
丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ
い

た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
と
と

も
に
、
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
２
０
０
３
年
度
か
ら
千
歳
市
で

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
千
歳
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
祭
」に
お
い
て
、

当
支
部
が
応
援
し
続
け
て
い
る
「
井
原
水

産
＆
北
星
学
園
大
学
」
チ
ー
ム
が
支
部
設

立
20
周
年
を
祝
う
か
の
よ
う
に
、
北
海
道

大
学
の
「
縁
」
チ
ー
ム
を
破
り
、
念
願
の

初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
前
年
度
優
勝
チ
ー
ム
と
し
て

連
覇
を
目
指
し
、
さ
ら
に
頑
張
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
一
生
懸
命
応
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
20
周
年
の
節
目
を
迎
え

た
当
支
部
は
、
今
後
も
大
学
や
後
輩
た
ち

の
た
め
微
力
な
が
ら
応
援
し
続
け
、
他
支

部
や
短
大
部
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な

が
ら
支
部
会
員
一
丸
と
な
っ
て
、
次
の
30

周
年
に
向
け
て
さ
ら
に
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

な
お
、
今
年
は
12
月
３
日
（
土
）
に
定

期
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

苫
小
牧
市
、
恵
庭
市
、
千
歳
市
に
在
住
ま

た
は
勤
務
さ
れ
て
い
る
同
窓
生
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

  
平
成
27
年
度
活
動
を

  

振
り
返
っ
て  

  

旭
川
支
部
長
代
理  
西
岡　

将
晴

東
京
支
部
は
、
昨
年
11
月
28
日
に
28
回

目
の
支
部
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
大
学
及
び
同
窓
会
本

部
か
ら
も
ご
参
加
戴
き
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
の
歌
と
演
奏
、
ア

ン
コ
ー
ル
の
拍
手
が
鳴
り
や
ま
な
い
松
倉

会
長
の
美
声
等
々
、
同
窓
会
な
ら
で
は
の

楽
し
い
総
会
・
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
こ

と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
支
部
は
こ
の
１
年
、
５
回
の
支
部

幹
事
会
、
支
部
会
報
発
行
の
た
め
の
３
回

の
広
報
委
員
会
の
開
催
な
ど
、
着
実
な
支

部
活
動
を
行
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、昨
年
の
本
部
同
窓
会
の
総
会
で
は
、

東
京
支
部
の
役
員
の
４
名
が
20
年
及
び
10

年
の
表
彰
を
戴
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

他
方
、
こ
の
１
年
間
の
特
徴
は
、
な
ん

と
言
っ
て
も
本
部
同
窓
会
の
支
部
長
会
議

で
、
同
窓
会
活
動
の
幅
を
ど
う
広
げ
て
い

く
の
か
、
課
題
や
分
野
別
に
つ
い
て
そ
の

議
論
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
か
ら
の
議
論
の
積
み
重
ね
と

実
践
が
期
待
さ
れ
、
必
ず
同
窓
会
活
動
の

広
が
り
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。
東
京
支
部
も
そ
の
一
翼
を
確
実

に
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
支
部
は
、
現
在
２
年
後
に
控
え
た

「
創
立
30
周
年
記
念
事
業
」に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
東
京
近
郊
に
就
職
さ
れ
る
卒
業

生
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
こ
こ
ろ
か
ら
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
相
談
が

あ
れ
ば
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の

で
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

  

創
立
28
年
目
を
迎
え
た

 

東
京
支
部
活
動

  

東
京
支
部
長   

遠
田　

嘉
憲

  

支
部
設
立

 

20
周
年
を
迎
え
て

  

千
歳
支
部
長   

二
ツ
川
憲
昭

で
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
多
く

の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

当
支
部
は
、
昭
和
61
年
12
月
に
設
立
さ

れ
、
支
部
と
し
て
は
３
番
目
の
歴
史
を
有

し
、
本
年
度
は
30
年
の
節
目
の
年
を
迎
え

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
は
、
８

月
30
日
（
日
）
に
『
オ
ホ
ー
ツ
ク
ビ
ー
ル
』

に
お
い
て
開
催
し
、
名
物
の
地
ビ
ー
ル
を

味
わ
い
な
が
ら
、
同
窓
生
20
名
、
同
窓
会

本
部
か
ら
松
倉
会
長
外
２
名
、
大
学
か
ら

田
村
学
長
外
10
名
の
皆
さ
ん
方
を
お
迎
え

し
、
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
５
名
の
初
参
加
者
の
ほ
か
、

宮
川
紋
別
市
長
を
は
じ
め
３
名
の
紋
別
市

在
住
の
同
窓
生
が
片
道
２
時
間
の
遠
方
か

ら
駆
け
つ
け
て
い
だ
だ
き
、
昨
年
、
同
窓

会
本
部
か
ら
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
同
窓
会

旗
の
下
、
賑
々
し
く
開
催
し
ま
し
た
。

恒
例
と
な
り
ま
し
た
同
窓
生
、
本
部
役

員
、
教
職
員
の
出
席
者
全
員
か
ら
、
大
学
・

短
大
時
代
の
青
春
の
思
い
出
や
近
況
な
ど

の
お
話
を
聞
き
、
絆
を
深
め
ま
し
た
。

本
年
度
も
、
同
窓
生
の
繋
が
り
の
中
、
支

部
名
簿
に
な
い
転
勤
族
の
方
も
参
加
い
た

だ
き
、
大
学
時
代
の
ゼ
ミ
の
恩
師
と
の
感

動
の
再
会
を
果
た
す
な
ど
、
久
し
ぶ
り
に

大
学
時
代
に
戻
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
田
村
学
長
外
教
職
員
の
皆
さ
ん

か
ら
、
昨
今
の
大
学
の
様
子
に
つ
い
て
お

話
を
い
た
だ
き
、
少
子
化
の
中
、
昔
と
変

わ
ら
ず
に
独
自
の
存
在
感
で
輝
く
、
母
校

の
状
況
を
頼
も
し
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
同
窓
会
本
部
や
大
学
の
お
力

を
お
借
り
し
な
が
ら
、
北
見
支
部
に
多
く

の
同
窓
生
が
集
ま
り
、
北
星
学
園
の
力
を

地
域
に
発
信
し
、
支
部
の
活
動
が
留
ま
る

こ
と
が
な
い
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
存

じ
ま
す
の
で
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
北
星
学
園
大
学
同
窓
会

北
見
支
部
総
会
・
懇
親
会

※
現
在
の
と
こ
ろ
、
開
催
場
所
は
未
定

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
支
部
設
立
30
周
年
記

念
式
典
を
挙
行
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
在
住
の
同
窓
生

の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。（
就

職
、
転
居
等
に
よ
り
、
名
簿
掲
載
が
な
い

方
が
相
当
お
り
ま
す
の
で
、
お
知
り
合
い

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
ご
連
絡
願
い

ま
す
。）

 

本
年
度
の
北
見
支
部

 

の
活
動
に
つ
い
て 

  

北
見
支
部
長   

三
浦　

鶏
一

前列左から4人目千歳市長 懇親会の様子

函館支部総会・懇親会東京支部総会・懇親会

旭川支部総会・懇親会

平和園にて懇親会の様子

H27 北見支部（支部長挨拶）
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講演会・コンサート等も回を重ねる毎に、多くの皆さまのご参加をいただいております。これからも一層
充実した内容に向けて努力したいと考えております。今後とも皆さまのご協力をよろしくお願いします。

日時：2016年 6月26日（日）
　　 午後2時から
会場：本学チャペル

HBC少年少女合唱団チャペルコンサート
｢HBC少年少女合唱団」はHBC北海道放送の
開局間もなく発足した「HBC児童合唱団」を母
体として1965年に創立しました。活動は多岐に
わたり、宮様スキー大会国際競技会式典、札幌
交響楽団等に出演しています。

シニアクラスは北海道合唱コンクールで2013､
2014、2015年と3年連続金賞を受賞しました。
チャペルで響く美しい歌声をお楽しみください｡

美しき青きドナウ、アヴェ・マリア、太陽のマーチ  ほか

予定曲目

申し込み・問い合わせ先

　受付け開始日は6月6日（月）で

す。「HBC少年少女合唱団コンサ

ート参加希望」とお書きになり、

氏名、連絡先電話番号、参加希望

人数を明記の上、ハガキ又は電

話、FAX、E メールでお申し込み

ください。その時点で受付けとな

ります（当日の参加も歓迎します

が、会場の都合上事前にお申し込

みください）。

〒004－8631
札幌市厚別区大谷地西2丁目3－1

北星学園大学同窓会事務局 
　　同窓会プロジェクト係
　　　　
TEL：011－891－2731
FAX：011－892－6097
e-mail
dousoukai@hokusei.ac.jp

友人・知人の方もぜひお誘い
ください。なお、小さなお子
さんの入場はご遠慮ください。

お願い

HBC少年少女合唱団
コンサートの申し込み
方法について

去
る
10
月
18
日
（
日
）、
詩
人
ア
ー

サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
さ
ん
を
お
招
き
し
て

秋
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
以
前
、

本
学
同
窓
会
講
演
会
で
講
演
者
の
詩
人

に
「
詩
人
に
な
る
に
は
？
」
と
質
問
を

し
た
学
生
が
い
ま
し
た
。
そ
の
詩
人
は

「
詩
人
に
は
な
る
の
で
は
な
い
。詩
人
と

し
て
生
ま
れ
る
の
で
す
」
と
答
え
た
の

で
し
た
。
２
０
０
１
年
に
中
原
中
也
賞

を
受
賞
さ
れ
た
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド

さ
ん
も
ま
た
、
ま
さ
に
詩
人
と
し
て
生

ま
れ
た
人
で
し
ょ
う
。
日
本
人
と
し
て

生
ま
れ
て
い
た
ら
落
語
家
に
な
っ
て
い

た
か
も
、
と
ご
本
人
は
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
…
。
ア
ー
サ
ー
さ
ん
の
高
い
言

語
能
力
、社
会
を
見
渡
す
視
点
の
鋭
さ
、

柔
軟
な
思
考
そ
し
て
ユ
ー
モ
ア
、
硬
派

で
熱
い
話
の
数
々
、
面
白
す
ぎ
て
メ
モ

を
取
る
手
も
つ
い
止
め
て
聞
き
入
っ
て

し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。

初
め
て
聴
い
た
人
は
正
し
い
日
本
語

と
格
調
高
い
ジ
ョ
ー
ク
に
驚
き
、
フ
ァ

ン
は
改
め
て
知
識
の
豊
か
さ
に
敬
意
を

感
じ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ア
ー
サ
ー

さ
ん
は
「
も
し
も
」
か
ら
始
ま
る
古
今

東
西
の
名
詩
を
紹
介
し
な
が
ら
、
日
本

の
私
た
ち
の
生
き
る
今
に
光
を
当
て
、

日
本
語
を
話
し
つ
つ
も
日
本
語
を
意
識

し
な
い
日
常
に
、
目
の
覚
め
る
よ
う
な

切
り
口
で
語
り
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

南
相
馬
の
詩
人
若
松
丈
太
郎
の
「
神

か
く
し
さ
れ
た
町
」
の
予
言
的
な
詩
を

紹
介
し
、
詩
人
の
「
も
し
も
」
が
共
有

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
も
話
さ
れ
ま

し
た
。

最
後
に
１
８
９
８
年
生
ま
れ
の
ベ
ン

ジ
ャ
ミ
ン
・
マ
ッ
サ
ー
（
カ
ト
リ
ッ
ク

の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
修
道
士
）の
詩「
も

し
戦
争
に
な
る
の
な
ら
」
が
印
象
的
で

し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
私
を
牢
屋
に
ぶ
ち
こ
む

が
い
い
。
鉄
格
子
の
中
で
は
／
思

い
っ
き
り
歌
い
上
げ
よ
う
、
愚
か

な
人
間
へ
の
／
私
の
愛
を
。
老
人

た
ち
は
若
者
を
次
々
と
戦
地
へ

送
り
こ
む
。
／
一
度
た
り
と
も
平

和
を
も
た
ら
し
た
こ
と
の
な
い
、

／
決
し
て
神
が
望
む
平
和
に
は

結
び
つ
か
な
い
任
務
に
／
服
す

る
た
め
に
。
私
が
掲
げ
る
自
分
の

旗
は
／
こ
の
世
の
ど
こ
か
の
国

に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
。

／
国
境
と
国
家
を
す
べ
て
足
し

て
も
、
ひ
と
り
分
の
い
の
ち
の
／

重
さ
に
は
達
し
な
い
。
星
座
の
星

と
星
の
つ
な
が
り
を
／
私
た
ち

人
間
に
見
出
せ
る
心
の
ほ
う
が
、

ど
れ
ほ
ど
大
き
く
、
／
永
遠
に
近

い
か
。
た
と
え
平
和
の
中
で
も
、

あ
る
い
は
／
戦
争
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
人
殺
し
を
は
た
ら
く
者

の
／
意
志
で
は
、
所
詮
、
な
に
ひ

と
つ
正
せ
な
い
の
だ
。

去
る
９
月
27
日
土
砂
降
り
の
雨
の
日

曜
日
の
午
後
、
チ
ャ
ペ
ル
に
ジ
ャ
ズ
の

生
演
奏
が
流
れ
ま
し
た
。
全
席
が
埋
ま

る
お
客
様
の
多
く
が
「
心
地
よ
い
、
贅

沢
な
２
時
間
」
と
楽
し
ま
れ
た
様
子
が

伝
わ
り
ま
す
。

導
入
部
は
「
チ
ャ
ペ
ル
で
本
当
に
ス

イ
ン
グ
し
て
い
い
の
？
」
と
サ
ッ
ク
ス

蛇
池
雅
人
さ
ん
、
ギ
タ
ー
長
沼
発
さ
ん
、

そ
し
て
ピ
ア
ノ
の
山
下
泰
司
さ
ん
は

ゆ
っ
く
り
、ゆ
っ
く
り
の
演
奏
。
サ
マ
ー

サ
ン
バ
か
ら
次
第
に
身
体
が
動
く
よ
う

な
ス
イ
ン
グ
の
「
オ
ー
ル
ド
・
カ
ン
ト

リ
ー
」
と
続
き
、
後
半
楽
し
い
３
人
の

息
の
あ
っ
た
ト
ー
ク
に
も
客
席
は
な
ご

み
、
ギ
タ
ー
の
話
に
感
心
し
バ
ラ
ー
ド

の
２
曲
「
レ
フ
ト
・
ア
ロ
ー
ン
」「
ミ
ス

テ
ィ
」
に
聞
き
ほ
れ
、
秋
ら
し
く
「
枯

葉
」。
ア
ン
コ
ー
ル
曲
は「
テ
イ
ク
・
フ
ァ

イ
ヴ
」
と
心
に
く
い
演
出
で
終
え
ま
し

去
る
12
月
19
日
（
土
）、
ギ
タ
リ
ス
ト

宮
下
祥
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
初
の

ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
部
は
タ
レ
ガ
「
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮

殿
の
想
い
出
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
ア
ル

ハ
ン
ブ
ラ
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
レ
コ
ン

キ
ス
タ
（
国
土
回
復
運
動
）
終
焉
の
地

で
す
。
喜
び
と
そ
の
地
を
失
っ
た
イ
ス

ラ
ム
教
徒
の
悲
し
み
が
調
べ
か
ら
溢
れ

出
て
く
る
よ
う
で
し
た
。
続
い
て
、
ア

ル
ベ
ニ
ス
「
ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
」、
メ

ル
ツ
「
愛
の
歌　

マ
ル

ヴ
ィ
ー
ナ
へ
」、
コ
ス
ト

「
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
第
５
番
」。

第
２
部
は
ヴ
ィ
ラ
＝
ロ

ボ
ス「
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
第

１
番
」、
藤
井
敬
吾
「
羽

衣
伝
説
〜
沖
縄
の
は
ご

ろ
も
の
歌
に
よ
る
〜
」

な
ど
。「
羽
衣
伝
説
」
は

沖
縄
の
音
階
を
基
に
独

た
。
雨
の
中
帰
っ
て
行
く
お
客
様
の
足

取
り
は
少
し
軽
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

ま
し
た
。

特
の
技
巧
を
取
り
入
れ
た
曲
で
、
と
て

も
新
鮮
に
響
き
ま
し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル

は
「
ペ
チ
カ
」「
タ
ン
ゴ
・
ア
ン
・
ス
カ

イ
」
の
お
国
柄
が
偲
ば
れ
る
２
曲
。

た
っ
た
６
本
の
弦
で
織
り
な
す
ギ

タ
ー
の
音
色
は
（「
音
色
か
ら
情
景
が
浮

か
ん
で
く
る
よ
う
な
」「
複
雑
な
音
色
が

出
る
の
が
お
ど
ろ
き
」
と
い
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
）
多
彩

で
重
厚
だ
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
素
晴

ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

 

「
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・
ジ
ャ
ズ

　
　
　

〜
秋
の
午
後
の
ひ
と
と
き
〜
」

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

 

「
ギ
タ
ー
名
曲
で
め
ぐ
る
世
界
の
旅

　
　
　

〜
ロ
マ
ン
派
か
ら
現
代
ま
で
」

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
講
演
会

  

「
も
し
も
、
詩
が
あ
っ
た
ら
」



（5）  第73 号  大 谷 地 だ よ り  2016 年 3 月 15 日

　
私
の
大
学
生
活
を
一
言
で
言
い
表

す
と
、「
恵
ま
れ
た
4
年
間
」
で
あ

っ
た
と
言
い
切
れ
ま
す
。

　
所
属
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
で
は
、
良
き
友
人
、
良
き
先
輩
・

後
輩
に
恵
ま
れ
、
サ
ー
ク
ル
活
動
で

の
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
人
間
的

に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
就
職
活
動
の
際
に
親
身
に
な

っ
て
相
談
に
乗
っ
て
く
だ
さ
り
、
時

に
は
励
ま
し
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

い
た
就
職
支
援
課
の
職
員
の
方
々

を
は
じ
め
、
大
学
生
活
を
陰
で
支
え

て
く
れ
た
多
く
の
方
々
の
お
か
げ

で
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
大
学
で
講
義
を
履
修
で
き
る
こ

と
、
情
報
実
習
室
で
課
題
に
取
り
組

め
る
こ
と
、
そ
し
て
図
書
館
で
本
や

映
画
を
手
に
取
れ
る
こ
と
、
こ
れ
ら

は
当
た
り
前
に
思
え
て
も
、
そ
の
一

つ
一
つ
は
、
大
学
生
活
を
よ
り
良
い

も
の
に
す
る
た
め
に
学
費
を
納
め

て
く
れ
た
両
親
や
寄
贈
を
し
て
く

れ
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
の
想
い
が

あ
っ
て
こ
そ
実
現
で
き
た
と
実
感

し
、
自
分
が
い
か
に
恵
ま
れ
た
環
境

で
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い

た
の
か
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　
3
年
次
の
夏
休
み
に
人
生
初
の
一

人
旅
に
出
か
け
た
こ
と
や
、
学
内
で

友
人
達
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

た
こ
と
な
ど
、
4
年
間
を
通
じ
て
講

義
で
学
ん
だ
こ
と
以
上
に
多
く
の

こ
と
を
経
験
か
ら
学
び
、
自
分
の
人

間
と
し
て
の
幅
を
広
げ
、
人
間
性
を

高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い

ま
す
。
私
は
大
学
生
活
を
通
じ
て
以

前
よ
り
も
主
体
的
に
行
動
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
大
学
生
活
を
通
じ
て

得
た
最
大
の
強
み
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
4
年
間
で
得

た
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
を
社
会

に
出
て
も
生
か
し
、
周
囲
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
自
分
の
人
生

　
私
が
過
ご
し
た
4
年
間
は
と
て

も
素
晴
ら
し
い
出
会
い
と
価
値
の

あ
る
体
験
の
連
続
だ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。「
た
っ
た
4
年
間
し
か

な
い
大
学
生
活
、
や
ら
な
い
で
後
悔

す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
」と
考
え
、

様
々
な
活
動
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
2
0
1
1
年
3
月

11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

に
関
連
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、
私
の
大
学
生
活
を
語
る
上
で
必

要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
私
が
こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
は
じ
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
あ
る
学
生
団
体
と
の
出
会

い
で
し
た
。
そ
の
学
生
団
体
は
、
震

災
に
よ
る
様
々
な
影
響
を
受
け
て

東
北
・
関
東
地
方
か
ら
札
幌
に
避
難

し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
を
支
援
し

て
い
る
団
体
で
す
。
私
は
そ
こ
で
出

会
っ
た
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の

方
々
を
通
し
て
、
震
災
に
よ
る
複
雑

で
終
わ
り
の
見
え
な
い
現
状
と
向

き
合
い
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　
ま
た
、
ス
ミ
ス
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
学
生
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

北
星
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
東
北
に
行

き
、
現
地
の
方
々
か
ら
震
災
当
時
の

貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。

　
他
に
も
4
年
間
で
様
々
な
と
こ

ろ
へ
行
き
、
現
状
を
目
で
見
て
、
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実

際
に
現
地
に
行
く
こ
と
で
し
か
体

験
で
き
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
そ
こ
で
感
じ
た
り
考
え
た
り
し

た
こ
と
は
一
生
の
財
産
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
思
い
出
深
き
大
学
生
活
で

出
会
う
こ
と
が
で
き
た
す
べ
て
の

方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
4
月

か
ら
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し

て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
大
学
生
活
を
振
り
返
っ
て
、
本

当
に
人
と
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
た

4
年
間
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

様
々
な
活
動
を
通
し
て
多
く
の
人

と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

彼
ら
か
ら
「
自
分
ら
し
さ
を
大
切

に
す
る
こ
と
」
を
学
び
ま
し
た
。

　
大
学
生
活
の
中
で
刺
激
的
だ
っ

た
の
は
、
個
性
的
な
人
が
た
く
さ

ん
い
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
違

っ
た
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
い
て
、

学
内
や
学
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
し
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
の
多
様

な
価
値
観
や
考
え
方
に
触
れ
、
私

自
身
も
、
自
分
は
ど
の
よ
う
な
人

間
な
の
か
と
い
う
「
自
分
ら
し
さ
」

を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
私
に
と
っ
て
4
年
間
で

1
番
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
っ
た
の
は

教
員
採
用
試
験
で
す
。
試
験
の
対

策
は
も
ち
ろ
ん
、
気
持
ち
の
面
で
も

本
当
に
多
く
の
人
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
面
接
な
ど
、

自
分
と
は
ど
の
よ
う
な
人
間
な
の

か
を
問
わ
れ
る
試
験
を
突
破
で
き

た
の
は
「
自
分
ら
し
さ
」
の
大
切
さ

を
教
え
て
く
れ
た
仲
間
た
ち
と
の

出
会
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
私
は
、
卒
業
後
は
英
語
科
の
教

員
と
し
て
働
き
ま
す
。
新
た
な
挑

戦
の
連
続
だ
と
思
う
と
不
安
で
い

っ
ぱ
い
で
す
が
、
人
と
の
出
会
い
や

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
自
分
ら

し
く
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
　
最
後
に
、
私
が
充
実
し
た
4
年

間
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
多

く
の
方
の
支
え
の
お
か
げ
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
の
短
大
生
活
は
沢
山
の
出
会

い
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

短
大
生
活
の
2
年
間
と
い
う
の
は

本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で
、
楽
し

い
こ
と
も
辛
い
こ
と
も
あ
っ
た
2

年
間
で
し
た
。
1
年
次
で
は
、
ア

ル
バ
イ
ト
を
始
め
た
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
ま
し
た
。
ア
ル

バ
イ
ト
で
は
先
輩
に
仕
事
を
教
わ

り
、
新
し
く
入
っ
て
き
た
新
人
に

仕
事
を
教
え
た
り
も
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
様
々
な
お
客
様
と
接
す

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
サ
ー
ク

ル
で
は
先
輩
や
同
級
生
に
た
く
さ

ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
2
年
間
の
中
で
一
番
思
い
出
深

い
の
が
、
2
年
次
の
就
職
活
動
で

の
こ
と
で
す
。
就
職
活
動
で
は
、

就
職
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
来
て
く
れ

る
講
師
の
先
生
の
話
を
聞
い
た
り
、

企
業
説
明
会
に
来
て
く
れ
た
企
業

の
方
た
ち
と
の
出
会
い
で
、
自
分

自
身
が
大
き
く
成
長
で
き
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
就
職
支
援
課
に
は
、

一
番
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
小

さ
い
相
談
に
も
乗
っ
て
く
れ
た
り
、

履
歴
書
の
添
削
を
し
て
く
れ
て
、

就
活
中
は
毎
日
の
よ
う
に
通
っ
て

い
ま
し
た
。
就
活
中
は
、
思
う
よ

う
に
自
分
を
表
現
で
き
な
く
て
、

内
定
を
取
れ
な
い
時
期
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
経
験
も
無

駄
に
は
せ
ず
、
次
に
生
か
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
同
じ
就
活
を
し

て
い
る
友
人
と
も
助
け
合
い
、
励

ま
し
あ
い
な
が
ら
活
動
が
で
き
ま

し
た
。

　
短
大
で
の
出
会
い
は
、
本
当
に

一
期
一
会
で
、
ど
れ
も
私
に
と
っ
て

必
要
な
出
会
い
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
社
会
人
に
な
る
に
あ
た
っ
て
ま

た
様
々
な
出
会
い
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
出
会
い

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

経
済
学
部
（
言
語
教
育
部
門
）
教
授
　
　

髙
島
　
淑
郎

膕
を
伸
ば
し
て

ひ
か
が
み

事
」
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

多
様
な
価
値
観
を
知
り
、
そ
の
経

験
が
学
生
対
応
に
活
か
さ
れ
る
と

信
じ
て
き
ま
し
た
。
笹
事
務
長
の

意
図
と
は
違
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
。
二
つ
目
は
、
厚
生
補
導
研

修
会
で
お
世
話
に
な
っ
た
北
原
教

授
の
「
学
生
対
応
は
、
体
は
正
面

を
向
き
つ
つ
も
、
心
は
学
生
に
寄

せ
て
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
当
時

は
Ｓ
Ｐ
Ｓ（
訳

：

学
生
助
育
）
が
研

修
会
の
中
心
テ
ー
マ
で
し
た
。
学

生
対
応
は
時
に
ノ
ー
と
伝
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
要
望
に
応
え
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
時
の
私
の
立
ち
位
置
に
助
言
を

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
近
年
は
学
生

支
援
・
学
生
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
言

葉
に
代
わ
り
、
学
生
対
応
も
随
分

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
我
が
身
を
振
り
返
り
十

分
な
対
応
が
で
き
て
い
た
で
し
ょ

う
か
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
判
断

を
委
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
道
内
を
は
じ
め
道
外
、

海
外
で
活
躍
し
て
い
る
、
い
え
い

え
活
躍
な
ん
て
と
思
っ
て
い
る
卒

業
生
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
大
谷
地

だ
よ
り
を
読
む
こ
と
は
な
い
で
あ

ろ
う
、
様
々
な
理
由
で
学
生
生
活

の
途
中
か
ら
新
た
な
道
を
歩
み
始

め
た
元
学
生
達
に
心
か
ら
の
感
謝

と
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
す
。

　
1
9
7
5
年
に
北
星
女
子
短
大

を
卒
業
し
、
短
大
学
生
係
を
皮
切

り
に
大
学
教
務
系
で
多
く
の
学
生

と
関
わ
り
、
入
試
課
で
は
外
か
ら

見
た
北
星
を
知
る
機
会
を
得
ま
し

た
。
企
画
課
で
は
学
園
と
い
う
視

点
か
ら
北
星
を
み
る
貴
重
な
経
験

を
し
、
最
後
の
2
年
間
を
学
生
支

援
課
で
終
え
ま
す
。
こ
の
41
年
を

振
り
返
り
、
時
が
過
ぎ
る
の
は
本

当
に
早
い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
北
星
に
就
職
を
希
望
し
た
理
由

は
、
職
員
の
方
々
に
親
切
に
対
応

し
て
い
た
だ
い
た
経
験
か
ら
、
私

も
同
じ
よ
う
に
働
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　
大
切
に
し
て
き
た
二
つ
の
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
当
時
の

笹
事
務
長
か
ら
「
こ
れ
か
ら
は
18
・

19
歳
の
学
生
と
過
ご
す
こ
と
に
な

る
、
様
々
な
世
代
の
人
と
の
付
き

合
い
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
大

定
年
に
思
う

                           

学
生
支
援
課
　
　

笹
谷
　
幸
恵

　
こ
う
し
た
日
々
が
14
年
、
早
65

歳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
ワ
タ
シ

ハ
ナ
ニ
ヲ
ノ
コ
シ
タ
ダ
ロ
ウ
」、
ち

っ
ぽ
け
な
自
分
を
悔
い
ま
す
が
、

全
て
は
そ
の
ま
ま
そ
れ
だ
け
、
何

度
や
り
直
し
て
も
同
じ
は
ず
。

　
思
い
出
一
つ
二
つ
。
喜
び
編

：「
韓

国
語
演
習
」
の
学
生
た
ち
と
国
際

ラ
ウ
ン
ジ
で
コ
ー
ヒ
ー
。
韓
国
語

で
の
お
し
ゃ
べ
り
が
楽
し
い
。
年

甲
斐
も
な
く
歯
を
む
い
て
笑
っ
て

い
る
自
分
が
少
々
痛
く
は
あ
る
が
。

　
悲
し
み
篇

：

何
と
い
っ
て
も
同

じ
4
階
の
住
人
、
久
能
先
生
が
亡

く
な
ら
れ
た
こ
と
。
毎
日
の
よ
う

に
挨
拶
を
交
わ
し
て
い
た
先
生
と

の
突
然
の
別
れ
で
し
た
。
な
ぜ
、
ど

う
し
て
、
が
未
だ
に
抜
け
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
こ
ん
な
私
で
す
が
、

時
に
学
生
か
ら
一
筆
請
わ
れ
た
り

し
ま
す
。「
膕
（
ひ
か
が
み
）
を
伸

ば
し
て
あ
の
角
を
曲
が
れ
」
と
書

き
ま
す
。
そ
の
意
味
よ
り
ミ
ミ
ズ

の
這
っ
た
よ
う
な
字
に
驚
く
学
生
。

ま
い
い
か
。
そ
し
て
今
、
大
学
を
去

る
に
あ
た
っ
て
自
分
に
こ
の
言
葉

を
贈
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
あ
の
角
の
向
こ
う
に
何
が
あ
る

の
か
。
ま
だ
何
も
見
え
な
い
け
れ

ど
、
そ
こ
へ
向
か
っ
て
進
も
う
と
思

い
ま
す
。
ひ
る
ま
ず
に
、
膕
を
ピ
ン

と
伸
ば
し
て
。

　　
研
究
室
は
第
1
研
究
棟
4
0
1
。

朝
、
部
屋
に
入
っ
て
カ
ー
テ
ン
を
開

け
る
と
、
手
入
れ
の
ゆ
き
届
い
た

中
庭
が
見
え
ま
す
。
木
漏
れ
日
の

下
、
学
生
た
ち
が
真
新
し
い
Ｃ
館

に
向
か
っ
て
歩
い
て
行
き
ま
す
。

　
私
は
講
義
に
合
わ
せ
10
時
25
分

に
部
屋
を
出
、
右
手
中
空
に
聳
え

る
ラ
ッ
パ
吹
き
の
像
を
見
な
い
よ

う
に
し
な
が
ら
Ｂ
館
へ
。
そ
し
て

12
時
5
分
、
部
屋
に
戻
っ
て
弁
当

を
搔
っ
込
み
、
17
時
半
ま
で
仕
事
。

仕
事
は
韓
国
・
朝
鮮
に
関
す
る
ナ

ン
ヤ
カ
ヤ
。
合
間
合
間
に
探
し
物

を
し
ま
す
。『
帝
国
の
慰
安
婦
』
は

ど
こ
だ
っ
け
、
カ
ト
リ
ッ
ク
大
の
実

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
指
サ
ッ
ク
は

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
か
…
。

　
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
の
慣
わ
し
。

教
授
会
の
あ
る
時
は
い
つ
も
2
分

遅
れ
で
独
り
、
第
1
会
議
室
へ
の

階
段
を
下
り
て
い
き
ま
す
。

恵
ま
れ
た
4
年
間

経済学部
経済学科

前田　裕貴

大
学
生
活
を
振
り
返
っ
て

短期大学部
生活創造学科

吉田　　麗

4
年
間
を
振
り
返
っ
て

文 学 部
英文学科

寺島　里菜

大
学
生
活
を
振
り
返
っ
て

社会福祉学部
福祉臨床学科

櫻井　健作

北星学園大学同窓会
役員名簿

＊任期：２０１５年１０月～２０１７年９月

    本部関係

職　　名

会　　長

副 会 長

〃

幹　　事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

会計監査

〃
　

    支部関係

職　　名

旭川支部長代理

帯広支部長

北見支部長

東京支部長

函館支部長

釧路支部長

千歳支部長

氏　　名

松　倉　千　春

佐　藤　桂　子

森　谷　恭　一

栗　山　淑　子

小　村　知江子

斎　藤　美代子

中　村　一　寛

有　澤　睦　子

斉　藤　美樹子

築　地　千穂子

森　　　　　博

森　　　康　雄

池　田　雅　子

北　本　佳　子

宮　内　　　聡

白　倉　幸　美

鈴　木　克　典

三　澤　信　也

桐　山　城太郎

牧　田　浩　一

片　岡　　　徹

山　鹿　貴　子

戸　松　真　洋

駒ヶ嶺　剛　史

馬　渕　慎　吾

棟　方　雅　恵

北　村　修　一

佐　藤　淳　哉

林　　　孝　之

沼　田　　　遼

中　村　麻里奈

藤　巻　大　祐

山　内　紀　昭

幸　坂　敬　徳
　　　　　　　　

氏　　名

西　岡　将　晴

樋　渡　喜久雄

三　浦　鶏　一

遠　田　嘉　憲

畑　中　博　史

櫛　部　武　俊

二ツ川　憲　昭

卒業年

社　 ６９.３

家　 ５７.３

英　 ７８.３

家　 ５７.３

短英 ６５.３

短英 ６７.３

経　 ７１.３

英　 ７４.３

経　 ７４.９

社　 ７５.３

経　 ７９.３

経　 ８２.３

社　 ８２.３

家　 ８４.３

社　 ８７.３

家　 ８７.３

情　 ９１.３

経　 ９５.３

情　 ９６.３

社　 ９７.３

英　 ９７.３

短英 ９７.３

情　 ０２.３

経　 ０５.３

情　 ０６.３

心コ ０９.３

法　 １１.３

計　 １１.３

院社 １２.３

法　 １２.３

情　 １２.３

経　 １２.３

社　 ９２.３

非同窓生／大学職員

卒業年

経　 ９８.３

社　 ７６.３

社 　９１.３

経　 ６９.３

社　 ７８.３

社　 ７５.３

社　 ７２.３
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こ
の
度
の
思
い
も
由
ら
な
い
叙

勲
と
い
う
栄
に
浴
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
の
も
、
こ
れ
ま
で
永
年

に
亘
り
皆
様
方
か
ら
頂
い
た
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
の
賜
と
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
昭
和
48
年
貴
校
卒
業
以

来
、
40
数
年
間
福
祉
現
場
一
筋
に

仕
事
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、当
然
の
事
か
と
思
い
ま
す
が
、

若
さ
ゆ
え
ま
た
人
間
性
の
未
熟
さ

か
ら
の
不
平
、不
満
を
抱
い
た
り
、

時
と
し
て
口
に
し
た
時
も
あ
り
、

考
え
た
通
り
行
か
な
い
こ
と
を
組

織
の
所
為
や
他
人
の
所
為
に
す
る

こ
と
が
多
く
在
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
自
分
の
生
き
方
や

考
え
方
を
一
番
大
き
く
変
え
た
の

が
、
二
つ
の
事
柄
で
し
た
。

ひ
と
つ
は
聖
職
者
で
あ
り
ま
す

渡
辺
和
子
氏
著
の
書
物
の
中
に

「
変
え
ら
れ
る
も
の
を
替
え
る

勇
気
、
変
え
ら
れ
な
い
も
の
を
受

け
入
れ
る
寛
容
さ
、
そ
の
双
方
を

見
極
め
る
英
知
が
大
切
」
と
い
う

文
章
を
読
ん
だ
こ
と
。
二
つ
目
が

若
い
頃
か
ら
非
常
に
苦
労
し
て
来

ら
れ
た
女
性
利
用
者
か
ら
の
言
葉

で
す
。

「
貴
方
が
平
等
を
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
が
、

考
え
て
見
て
欲
し
い
。
こ
こ
に
あ

る
こ
の
薄
っ
ぺ
ら
な
紙
で
さ
え
裏

と
表
が
あ
る
。
ま
し
て
人
間
な
ら

尚
更
で
は
な
い
か
。
一
人
ひ
と
り

に
あ
っ
た
対
応
を
す
る
事
が
平
等

と
考
え
る
の
も
必
要
で
は
な
い

か
」
こ
の
二
つ
の
事
か
ら
導
き
出

さ
れ
た
己
の
姿
を
振
り
返
っ
て
見

ま
し
た
ら
、
果
た
し
て
自
分
は
満

足
い
か
な
い
事
が
多
い
色
々
な
環

境
の
中
で
も
自
分
の
出
来
る
こ
と

を
精
一
杯
行
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う

か
。
周
囲
を
変
え
た
い
な
ら
先
ず

は
自
分
が
変
わ
る
こ
と
。
そ
の
環

境
下
で
も
、
他
を
尊
重
し
な
が
ら

瑞
宝
双
光
章
の
叙
勲　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
部 

社
会
福
祉
学
科
卒　

村
瀬　

廣
符
美

出
来
る
事
は
数
多
く
あ
る
事
に
気

づ
か
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

こ
の
気
付
き
と
と
も
に
多
く
の

方
々
に
導
か
れ
た
結
果
が
、
褒
章

で
は
な
く
勲
章
と
い
う
誉
に
繋

が
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
は
、
こ
の
栄
誉
あ
る
章
に

恥
じ
る
こ
と
の
な
い
社
会
貢
献
は

勿
論
の
こ
と
と
し
た
生
き
方
を
し

て
参
り
た
い
と
気
持
ち
を
引
き
締

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
本
当
に
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

北
星
学
園
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

は
１
９
６
６
年
に
誕
生
し
、
今
年

創
立
50
周
年
を
迎
え
去
る
平
成
27

年
８
月
29
日
札
幌
全
日
空
ホ
テ
ル

で
実
に
四
半
世
紀
振
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

冒
頭
代
表
幹
事
の
高
野
宣
行
よ

り
開
会
に
至
る
経
過
の
説
明
と
ご

参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
へ
の
お
礼

を
込
め
て
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て

二
代
目
を
担
っ
て
頂
い
た
三
宅
章

介
名
誉
教
授
、
現
顧
問
の
岩
本
教

授
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
お
祝
辞
を
頂
き

ま
し
た
。

前
回
か
ら
年
月
が
経
ち
す
ぎ
大

方
の
元
部
員
た
ち
が
予
想
し
て
な

か
っ
た
中
で
の
開
催
で
、
ま
た
Ｏ

Ｂ
＆
Ｏ
Ｇ
の
方
々
の
連
絡
網
が
な

い
中
で
心
配
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
遠
く
は
九
州
大
阪
か
ら
駆
け

つ
け
、
総
勢
44
名
の
参
加
者
を
集

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

半
数
近
く
が
初
対
面
の
集
ま
り

で
し
た
が
、
い
ざ
会
が
進
行
し
て

い
く
と
「
久
々
の
開
催
」
を
心
待

ち
に
し
て
い
た
方
々
の
熱
気
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
再
会
の
懐
か

し
さ
や
ら
喜
び
の
中
、先
輩
後
輩
、

先
生
達
と
の
交
流
も
深
ま
り
、
和

気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
で
あ
っ
と

い
う
間
の
時
間
が
流
れ
ま
し
た
。

高
揚
感
を
そ
の
ま
ま

に
、
２
次
会
で
は
７
割
近

く
の
方
々
が
参
加
し
、
時

間
を
延
長
す
る
歓
談
の
中

で
次
回
の
再
会
を
誓
い
合

い
、
別
れ
を
惜
し
み
な
が

ら
盛
会
の
う
ち
に
終
了
致

し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
今
回
参
加

出
来
な
か
っ
た
方
々
、
連

絡
が
つ
か
な
か
っ
た
方
々

が
ま
だ
ま
だ
多
数
お
ら
れ

ま
す
。
次
回
開
催
予
定
の

２
、３
年
後
ま
で
に
は
よ

り
充
実
し
た
連
絡
体
制
を

作
り
、
多
く
の
参
加
者
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
ご
一
報
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（
下
記

次
期
代
表
幹
事
ま
で
）

最
後
に
今
回
の
Ｏ
Ｂ
＆
Ｏ
Ｇ
会

が
20
周
年
振
り
と
な
り
、
元
部
員

２
０
０
余
名
の
方
々
の
情
報
が
ほ

と
ん
ど
な
い
中
を
、
女
性
幹
事
３

名
の
懸
命
な
ご
努
力
ご
尽
力
が
な

け
れ
ば
今
回
の
開
催
に
至
ら
な

か
っ
た
事
を
こ
の
紙
面
を
お
借
り

し
て
厚
く
お
礼
を
述
べ
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

代
表
幹
事　

高
野
宣
行

北
星
学
園
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

　

創
立
50
周
年
Ｏ
Ｂ
＆
Ｏ
Ｇ
会
開
催

　
　

2
0
1
5
年
8
月
1
日
〜
2
0
1
6
年
１
月
31
日
報
告
分

【N
orth Star Bible C

lub

】

◆
野
菜
直
売
と
フ
リ
マ
と
音
楽
祭

【HI

ーC

】

◆
留
学
生
交
流
会
か
つ

　

学
校
祭
親
睦
会

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

◆
男
子
第
67
回
・
女
子
第
60
回

　

北
海
道
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

選
手
権
大
会

【
羽
球
部
】

◆
2
0
1
5
年
度　

北
海
道
学
生
バ

　

ド
ミ
ン
ト
ン
秋
季
リ
ー
グ
戦
大
会

　
〈
男
子
3
部
〉
優
勝

◆
第
62
回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

　

ン
会
長
杯
争
奪
戦
選
手
権
大
会

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ　

　

村
中
み
ゆ
き

：

優
勝

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

　

村
中
み
ゆ
き
・
西
山
朋
夏

：

優
勝

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

◆
第
68
回
ミ
キ
プ
ル
ー
ン
ス
ー
パ
ー

　

カ
レ
ッ
ジ
大
会

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

◆
平
成
27
年
度　

　

第
47
回
北
海
道
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー

　

ル
秋
季
リ
ー
グ
戦
大
会

　

男
子

：

2
部　

優
勝

　

女
子

：

2
部　

優
勝

【
フ
ッ
ト
サ
ル
同
好
会
】

◆
第
11
回
全
日
本
大
学
フ
ッ
ト
サ
ル

　

大
会

【HO
KU
SESS

】

◆H
O
K
U
S
E
S
S

×H
IF

　

E
xc
h
a
n
g
e
 M
e
e
tin
g

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
パ
ン
部
】

◆
琴
似
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ルable

】

◆
白
石
区
民
ま
つ
り

　
「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

【
ラ
ク
ロ
ス
部
】

◆
第
17
回
ラ
ク
ロ
ス
全
日
本
ユ
ー
ス

　

選
手
権
大
会

【
陸
上
競
技
部
】

◆
第
19
回
道
央
陸
上
競
技

　

選
手
権
大
会

　
（
個
人
）
女
子
走
幅
跳　

藤
沢　

言
羽　

4
ｍ
90

　
（
個
人
）
女
子
3
段
跳　

藤
沢　

言
羽　

10
ｍ
25

◆
第
80
回
記
念
札
幌
陸
上
競
技

　

選
手
権
大
会

　
（
個
人
）
男
子
砲
丸
投　

大
友　

昴
陽

：

2
位

◆
北
海
道
学
生
陸
上
競
技

　

選
手
権
大
会

　
（
個
人
）
女
子
1
0
0
0
ｍ
Ｈ

遠
山
ち
ひ
ろ

：

2
位

【
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
】

◆
第
56
回
札
幌
市
民
体
育
大
会

　

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技

　

Ｃ
プ
ー
ル  

準
優
勝

【
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル 

ぽ
ら
り
す
．】

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

◆
秋
季
リ
ー
グ
戦

【
映
画
研
究
会
】

◆
上
映
会

【
Ｎ
Ｍ
Ａ
】

◆
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

【
演
劇
サ
ー
ク
ル
】

◆
星
学
祭
公
演

【
演
舞
同
好
会
】

◆
ス
カ
イ
ビ
ア
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

　

祭
り  

大
賞

◆
江
別
鳴
子
祭
り

　

優
秀
賞
・
審
査
員
特
別
賞

◆
す
す
き
の
祭
り

　

2
位
・
ユ
ニ
リ
ー
バ
賞

【
お
と
し
よ
り
研
究
会
】

◆
ら
い
ら
っ
く
祭
り

【
弓
道
部
】

◆
第
62
回
全
道
学
生
大
会

　

女
子
団
体
戦　

優
勝

◆
第
56
回
札
幌
市
民
体
育
大
会　
　

　

弓
道
競
技

　

大
学
男
子
の
部　

優
勝

　

大
学
男
子
団
体
の
部　

優
勝

◆
第
61
回
全
道
学
生
弓
道
争
覇
男
子

　

男
子
Ⅲ
部
リ
ー
グ　

優
勝

◆
札
幌
弓
道
連
盟
初
射
会

　

大
学
男
子
の
部　

優
勝

　

大
学
女
子
の
部　

優
勝

【
競
技
ダ
ン
ス
部
】

◆
前
期
新
人
戦

　

ル
ン
バ　
　
　
　

第
1
位　

阿
部

　

チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ　

第
1
位　

阿
部

　

ル
ン
バ　
　
　
　

第
1
位　

中
村

　

チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ　

第
1
位　

中
村

【
軽
音
楽
部
】

◆
7
月
ラ
イ
ブ

【
剣
道
部
】

◆
第
63
回
北
海
道
学
生
剣
道
優
勝
大

　

会　

兼　

第
42
回
北
海
道
女
子
学

　

生
剣
道
優
勝
大
会

【
硬
式
野
球
部
】

◆
平
成
27
年
度　

札
幌
学
生
野
球

　

2
部　

秋
季
リ
ー
グ
戦

【
サ
ウ
ン
ド
ガ
レ
ー
ジ
】

◆
学
祭
ラ
イ
ブ

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

◆
学
生
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

【
茶
道
部
】

◆
浴
衣
茶
会

【
社
会
福
祉
研
究
会
】

◆
社
会
問
題
と
福
祉
を
考
え
る
会

　
（
第
45
回
全
国
社
会
福
祉
教
育

　

  

セ
ミ
ナ
ー
）

【
写
真
部
】

◆
北
星
学
園
大
学
・
藤
女
子
大
学　

　

合
同
写
真
展

【
手
話
サ
ー
ク
ル
モ
ナ
ミ
】

◆
学
習
会

【
準
硬
式
野
球
部
】

◆
全
日
本
大
学
9
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗

　

準
硬
式
野
球
大
会

【
障
が
い
児
者
福
祉
研
究
会
】

◆
長
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【
少
林
寺
拳
法
部
】

◆
第
46
回　

少
林
寺
拳
法
北
海
道

　

学
生
大
会

　
〈
自
由
単
独
演
武
女
子
弐
段
以
上

　

  

の
部
第
3
位
〉

　

  

3
年　

脇　
　

菜
摘

  

〈
自
由
単
独
演
武
女
子
級
挙
士
の
部

　

  

第
3
位
〉　

　

  

2
年　

村
田
加
奈
子

  

〈
規
定
単
独
演
武
男
子
見
習
い
の
部

　

  

第
3
位
〉　

　

  

1
年　

榑
林　

勇
佑

【
書
道
部
】

◆
光
芒
書
展

【
吹
奏
楽
部
】

◆
第
40
回
定
期
演
奏
会

【
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
流
】

◆
北
海
道
学
生
ダ
ン
ス
連
盟

　

s
p
a
r
k 　

舞
台
公
演

　
「
D
r
e
a
m 

vol.
6
」

【
創
作
研
究
会
】

◆
2
0
1
5
年
度　

北
星
創
作
研

　

究
会
部
誌　

編
集
発
行

【
武
田
流
中
村
派
合
気
道
部
】

◆
第
40
回
学
生
合
気
道
選
手
権
大
会

◆
第
16
回
新
人
戦　

兼　

第
12
回
北

　

海
道
学
生
選
抜
合
気
道
大
会

　

新
人
の
部
男
子
打
込
み
乱
取
試
合

　

の
部 　

優
勝

：

猪
野
毛
雅
人

【
チ
ア
ダ
ン
ス
部
】

◆A
ll J
a
p
a
n
 C
h
e
e
r D
a
n
c
e

　

C
h
a
m
p
io
n
s
h
ip
 

2
0
1
5　

　

（
予
選
）

　

C
h
e
e
r D
a
n
c
e

部
門　

1
位

　

全
国
大
会
出
場
権
獲
得

【
軟
式
庭
球
部
】

◆
第
47
回
秋
季
北
海
道
学
生
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
、
第
67
回
秋
季
北
海

　

道
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権

【
軟
式
野
球
部
】

◆
北
海
道
地
区
大
学
軟
式
野
球
連
盟

　

主
催
大
会　

秋
季
大
会

　

2
部
リ
ー
グ

　

1
位

：

リ
ー
グ
昇
格

　

本
日
か
ら
同
窓
会
の
一
員
と

な
ら
れ
た
皆
様
、
ご
卒
業
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、

同
窓
会
で
は
若
い
世
代
の
方
々

の
力
が
弱
ま
っ
て
い
ま
す
。
卒

業
さ
れ
て
か
ら
、
忙
し
い
日
々

の
中
で
大
学
の
事
を
思
い
出
す

時
間
が
無
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
新
天
地
で
生
活
の
際

に
住
所
変
更
を
さ
れ
て
い
な
い

方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
同
窓
会
事
務
局
へ

ご
一
報
く
だ
さ
い
。
い
つ
ま
で

も
、
北
星
学
園
大
学
・
北
星
学

園
大
学
短
期
大
学
部
は
貴
方
の

母
校
で
あ
り
、
同
窓
会
は
貴
方

の
隣
人
で
す
。

「
大
谷
地
だ
よ
り
」
は
同
窓

生
へ
の
情
報
発
信
の
一
つ
で

す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
今

の
大
学
を
知
っ
て
も
ら
い
、
同

窓
会
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で

よ
り
一
層
皆
様
の
励
み
に
な
る

こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
例

年
10
月
の
第
２
土
曜
日
に
行
わ

れ
る
総
会
・
懇
親
会
は
、
同
窓

生
同
士
が
交
流
を
持
つ
貴
重
な

機
会
で
す
。
歳
の
差
を
気
に
せ

ず
、
ぜ
ひ
ご
学
友
を
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
同
窓
生
ひ
と
り
ず
つ
の
繋

が
り
が
同
窓
会
活
動
を
支
え
て

い
ま
す
。

　

〈
同
窓
会
事
務
局　

山
下
〉

住所変更届のお願い
　会員の皆さまのお名前、ご住所、勤務先等に変更が生じた場合は、お手数ですが電話・
FAX・ホームページ・E-mail・葉書等にて同窓会事務局までお知らせください。
　どうぞよろしくお願いいたします。個人情報は同窓会活動以外には使用いたしません。

北星学園大学同窓会事務局
TEL：011－891－2731  FAX：011－892－6097
E-mail：dousoukai@hokusei.ac.jp
ホームページ：http://www.hokusei.ac.jp/alumni_association/

〒 004ー8631　札幌市厚別区大谷地西 2丁目 3－1  

編集後記

　次期代表幹事　高橋　卓三
007̶0865 

札幌市東区伏古５条３丁目２̶29

TEL. 011̶783̶3989

Mail：takuzo. t＠hyper. ocn. ne. jp

今後の連絡先

北星学園大学バスケット部創立50周年ＯＢ＆ＯＧ会
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